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平成 26年 10118尽

動物医薬品検査房長 数 

消費・安全局長

動物用金物学的製剤基準、承認不要動物用|復薬品基準及び動物用

抗生物質医薬品基準の一部改正について(通知)

とのことについて、別添写しのどおり各都滋府燃知事宛て通知したので、

ア知されたい。
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王子成 26年 11Jl1813

都道府県知事宛

農林水足設省消費・安全局長

動物用生物学的製剤議機、承認、不要動物用医薬品基準及び動物用

拡食物質医薬品法獲の一部君主IEについて

今般、致事薄汚生物学的製剤基準(平成 14年 10月 313燦林水産省令玉沢第 1567

号)、承認不重要動物用医薬品義務(平成 17年 3月 2913農林水底劣後示第  595

号〉及び動物用抗生物質際薬品基準(平成立ヰ作 9月 10 13燦林水産省告示第  

2165 ~き)の一部がJjIJ紙のとおり改されましたので、重量ffに鍛え置いて縦繁

願います。
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